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3 送信条件を設定します。

送信条件を設定するには、「原稿にあわせて解像度･濃度･画質を調節する」（→P.2-5）、「送
信済み／読み取り済みの原稿にスタンプをつける」（→P.2-14）、「第3章 便利な機能で
ファクスを有効に使う」を参照してください。 

4 ［ブック送信］を押して原稿のサイズを指定し、［OK］を押します。

［ブック送信］を押すごとに、以下の順序で読取原稿のサイズが切り替わります。 

5 相手先を指定します。

相手先を指定するには、「いろいろなダイヤルのしかた」（→P.2-16）を参照してください。 
6 ［スタート］を押します。

原稿がメモリに読み込まれます。 
7 必要な原稿をすべて読み込ませたら、最後に［OK］を押します。

読み込まれた原稿は、メモリから自動的に送信されます。 

•受付番号は、通信ごとに自動的に付けられる一連の番号で、通信の中止、メモリ内の原稿
のプリントやクリアに使います。ページ番号は、読み込み中の原稿が何枚目であるかを示
しています。（→第4章　ファクスの状況を確認／変更する） 

•途中で送信を中止するときは、［ストップ］を押してください。（→送信を中止する：P.4-2） 
•原稿の読み込み途中でメモリがいっぱいになると、「メモリがいっぱいです」と表示され
ます。読み込み中の原稿はすべて消去されてしまいます。メモリに読み込ませることので
きる原稿の枚数は、メモリ内に記録されている原稿の量や読み込ませる原稿の画質などに
より変わります。  

•送信が正常に終了すると原稿は自動的にメモリから消去されます。  
•送信でエラーになった原稿は、自動的にメモリから消去されます。消去しないように設定
することもできます。（→エラー文書の自動消去を設定する：P.5-54） 
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登録した電話番号と相手先の名前が表示され、5秒（複数の宛先を指定したときは10秒）
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時刻を指定して送信する（タイマー通信） 3-5
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4 ［▼］（F3）または［▲］（F4）を押して、「02　ポーリング受信」を選
択し、［OK］を押します。

［▼］（F3）または［▲］（F4）を押すごとに、項目が切り替わります。

ファクス基本画面に戻ります。 

• ポーリング送信の操作手順は、「メモリボックスに原稿を読み恨
相手先にセットされている原稿を受信する （ポーリング受信） 3-8











メモリボックスを利用する（メモリボックス） 3-13
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プログラムワンタッチキーの設定
プログラムワンタッチキー設定の手順は、次のとおりです。 

1 ユーザモード画面に入り、基本設定画面を表示させます。

ここまでの操作は、「ユーザ電話番号を登録する」（→P.5-7）の手順1～3を参照してく
ださい。 

2 ［▼］（F3）または［▲］（F4）を押して、「07 プログラムワンタッチ
キー」を選択し、［OK］を押します。

［▼］(F3）または［▲］（F4）を押すごとに、項目が切り替わります。

ワンタッチダイヤルキー選択画面が表示されます。 

3 ［▼］（F3）または［▲］（F4）を押して、任意のワンタッチダイヤルボ
タンの番号を選択し、［OK］を押します。

［▼］(F3）または［▲］（F4）を押すごとに、項目が切り替わります。 

• ワンタッチ宛先が登録されている番号には、プログラムワンタッチキーを設定できませ
ん。

プログラムワンタッチキーを使用しないか、使用するかを選択する画面が表示されます。
基本的な登録をする 5-24
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6 ［▼］（F3）または［▲］（F4）を押して、「01 電話番号入力」を選択
し、［OK］を押します。

［▼］(F3）または［▲］（F4）を押すごとに、項目が切り替わります。

電話番号入力画面が表示されます。 
7 電話番号をテンキーで入力し、［OK］を押します。 

•

宛先を登録する 5-29
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5 
10 相手の名前を半角カナ16 文字以内で入力し、［OK］を押します。

電話番号登録画面に戻ります。「03詳細設定」が反転表示されます。 

11 詳細設定をする場合は［OK］を押します。

詳細設定画面が表示されます。 

12 詳細設定をする場合は［▼］（F3）［▲］（F4）を押して、「02 する」を
選択し、［OK］を押します。

［▼］(F3）または［▲］（F4）を押すごとに、項目が切り替わります。

詳細設定をしない場合は「01 しない」を選択し、［OK］を押します。

「01 しない」を選択した場合は、電話番号登録の画面に戻ります。続けて他のワンタッチ
ダイヤルを登録するときは、手順4からの操作を繰り返してください。
宛先を登録する 5-30
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受信モードを設定する
受信機能について設定する 5-60
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▼ 1～5の任意の番号を選択し、［OK］を押します。

転送開始時刻入力画面が表示されます。

▼ 転送開始時刻をテンキーで入力し、［OK］を押します。 

• 転送機能の開始時刻を、5時刻まで設定することができます。 
• 時刻は24時間制（00：00～ 23：59）で入力します。

時刻の番号選択画面が表示されます。

●

メモリ管理について設定する 5-120
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10 ［OK］を押します。

時間指定画面が表示されます。 

11 メモリ受信の自動起動と終了の時刻指定について、［▼］（F3）または
［▲］（F4）を押して、「01 しない」または「02 する」のいずれかを選
択し、［OK］を押します。

［▼］(F3）または、
システム管理について設定する 5-129



システム管理について設定する 



5
使
い
か
た
に
あ
わ
せ
て
フ
ァ
ク
ス
機
能
を
設
定
登
録
す
る 
▼ 1～5の任意の番号を選択し、［OK］を押します。

自動起動時刻入力画面が表示されます。

▼ 自動起動時刻をテンキーで入力し、［OK］を押します。 

•時刻は 24時間制（00：00～ 23：59）で入力します。

時刻の番号選択画面が表示されます。 
システム管理について設定する 5-131
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3 ［▼］
システム管理について設定する 5-144
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●「01 自動」を選択した場合

▼ 自動画面が表示されるので、［▼］（F3）または［▲］（F4）を押して、「01
回線1」または「02 回線2」のいずれかを選択したあと、［OK］を押します。

選択した回線の画面が表示されます。

▼［▼］（F3）または［▲］
送信回線を選択する 6-9
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6 ［スタート］を押します。

原稿の読み取りが開始されます。
回線2で送信する 6-11
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